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要 旨

本研究では, 児童・生徒が学校生活の大半を過ごす学級の雰囲気が本来感と学習意欲に与え

る影響について検討するため, 小学校高学年を対象にした質問紙調査を実施した｡

分析の結果, 学級雰囲気得点が高いほど, 本来感得点と学習意欲得点が高くなることが明ら

かとなった｡ また, 因子間の相関関係を調べたところ, 学級雰囲気の ｢認め合い｣ ｢規律｣ ｢対

等｣ と学習意欲, 本来感と学習意欲との間に中程度の相関が認められた｡ さらに, 学年・男女・

クラス間の差異を確認したところ, ６年生のクラス間に有意差があり, 特定のクラスが集中的

に高い傾向が認められた｡

[キーワード] 学級雰囲気 本来感 学習意欲 小学校高学年

Ⅰ 問題と目的

児童・生徒は一日の大半, そして一年を通して学級で過ごし, 学校生活における教育活動の

大半が, 学級という場で行われる｡ 江村・大久保 (2012) は ｢児童にとっては, 学級は最も重

要な準拠集団であり, 教科や人間関係の学習の場, 人格形成の場といった多様な意味をもつ場

である｡ したがって, 児童の学校生活において学級が果たす役割は大きい｣ (p.242) と論じて

いる｡

とりわけ, 学級の雰囲気が児童・生徒に影響を与えることが諸研究で指摘されてきた｡ 三島・

宇野 (2004) は, 学級雰囲気を ｢学級構成員の相互作用によって学級内に醸成される一定の気

分であり, 学級活動全般にわたる総合的, 全体的な特徴｣ (p.415) と定義している｡ 逸見・加

曾利 (2015) によると, ｢近年, いじめ, 不登校, 学級崩壊, 暴力行為など, 児童・生徒の人

間関係に関わる深刻な問題が報道されている｡ こうした学校現場における問題に対しては, 問

題を起こす児童・生徒だけでなく, 問題を起こさない児童・生徒や教師を含む周囲の 『雰囲気』
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の視点から調査が行われてきている｣ (p.153) と報告している｡ 例えば, 三島・宇野 (2004)

は, 学級雰囲気が児童の学習･生活面での成長や自己開示に影響を与えていることを明らかに

している｡

これらの指摘に関連して, 児童・生徒の多くが学級で過ごすことに不安を感じており, 学級

にうまく適応するため無理にでも自分らしさを抑えて生活している傾向が認められる｡ 例えば,

平成28年度 ｢児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査｣ では, 不登校

の原因に関して, ｢ 『学校における人間関係』 に課題を抱えている｣ という項目の ｢いじめを

除く友人関係をめぐる問題｣ が70.6％と突出して高く, 不登校の児童・生徒にとって友人関係

に課題を感じている子が圧倒的に多い (文部科学省 2018)｡ これは, 不登校の児童に限らず,

学校に通う多くの児童・生徒にとっても問題となっている｡ 児童・生徒が学級内で感じる不安

や欲求不満などの領域を調査・分析した研究 (武蔵・河村 2014) では, ｢友人との関係｣ ｢学

習活動｣ ｢教師との関係｣ ｢学級とのかかわり｣ が主な領域であり, とりわけ友人との関係は最

も影響の大きい領域であると指摘している｡ このような学校生活における人間関係不安に対処

するために, 他者の前で本来の自分を隠し, ｢演じる｣ 児童・生徒もいる｡ ベネッセ教育総合

研究所が2009年に実施した 『子ども生活実態基本調査』 によれば, 仲間外れにされないように

話を合わせる小学生は約51.6％であり, 2004年調査の約46.2％から５年間で５ポイント増加し

ていた (ベネッセ教育総合研究所 2010)｡ 折笠・庄司 (2017) によると, 学級は ｢特定のキャ

ラを演じるなど, 生徒にとって昨今の学校現場は本当の自分らしさを抑えて生活する場である

という実態がうかがわれる｣ (p.85) のである｡ 児童・生徒にとっては学級が日常の大半であ

り, その日常においてうまく過ごすことを重視するからこそ, 無理にでも人に合わせて排除さ

れないようにしていると考えられる｡ このように本来の自分を抑えてでも周囲に合わせようと

する生活は, 精神的なストレスに負の影響を与えるものである (福井・成瀬 2015)｡

だからこそ, 児童・生徒の心の健康を保つためにありのままの自分でいられることが学級に

おいて必要である｡ 折笠・庄司 (2017) は, 本来の自分らしさに基づく行動の重要性を人間の

幸福や健康という場から論じ, 自分らしさが感じられ, 自分らしくいられる環境が温かい関係

性や内発的動機づけに関連することを確認している｡

この ｢ありのままの自分でいられる｣ 感覚が本来感である｡ 本来感とは本来性の感覚であり,

本来性は本来感の元となる概念である (伊藤・小玉a 2005)｡ この本来性とは, ｢自分自身の感

情や意向に素直でいられていること｣ を意味し, ｢非搾取的な対人関係において自由で深く自

分自身でいられる能力｣ とされている (伊藤・小玉b 2005)｡

本研究では, 本来性ではなく, 本来感を取り上げる｡ その理由は, ｢人間の 『本来性』 を客

観的に測定することは, もっと困難である (中略) その一方で, 『本来感』 は測定可能である｡

なぜなら, 本来感は個人の主観的な経験であり, それを質問項目として尋ねることで測定が可

能であるからである｣ (伊藤2007, p.19－20)｡ 例えば, 折笠・庄司 (2017) は ｢本来感が高い

ほど, 不安が低く, 人生満足度が高く, 積極的に他者関係を構築し, 自律性が高く, 学校満足

度が高い｣ (p.93) ことを明らかにしている｡

さらに学級での児童・生徒が抱える問題として, 学習意欲の低下が挙げられる｡ 真田ら

(2014) は, ｢学習意欲の低下が, PISAやTIMSSの国際的な調査結果等から課題として指摘さ
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れ, 全国学力・学習状況調査でさらに確認されている｡ 学習意欲は現在の主な教育課題の一つ

である｣ (p.27) と主張している｡ 学習意欲の低下がこのように問題視されている理由として,

学習意欲が学力と密接にかかわっているからである｡ 2013年度の学力・学習状況調査における

学習意欲と学力の関係について, 学習意欲に関する項目に肯定的な回答をした児童は, 教科の

平均回答率が高い傾向にあり, 学校質問紙調査でも ｢児童は熱意をもって勉強している｣ と回

答した学校の方が教科の平均正答率が高い傾向が見られた (国立教育政策研究所 2013)｡ つま

り, 学習意欲が高いほど, 学力が高まることが示唆されている｡ また, 鹿毛 (2013) が ｢学習

意欲には学習や達成の質を高め, 当人の成長を促す働きがある｡ だからこそ, 学習意欲は教育

上必要な概念として位置付けられてきた｣ (p.29) と確認する通り, 学習意欲は学習や成長に

おいて必要不可欠な概念である｡

この学習意欲も, 学習の場である学級の影響を受けている｡ 学習意欲は, 個人内の要因だけ

ではなく, ｢場と個人の相互作用｣ によって立ち表れるダイナミックな心理現象であるためで

ある (鹿毛 2013)｡ 石田 (2014) は, ｢ほとんどの授業は教室を単位に行われており, クラス

メイトの学習意欲や授業態度はよくも悪くも影響を及ぼし合っていると考えられる｡ 学習意欲

を高めるためには, その生徒への直接的な働きかけでなく, 彼らを取り巻く友人や仲間がどの

程度の意欲を持っているかという観点からも見ていく必要がある｣ (p.142) と言及している｡

以上の論点から, 児童・生徒が生活の大半を過ごす学級の雰囲気, 学級の中で感じる本来感,

｢場と個人の相互作用｣ で生じる学習意欲が相互に影響を与え合っており, それらの関係性を

明らかにしていくことが求められる｡

先行研究では, 学級雰囲気と本来感の関係性について, 教室における受容的, 共感的なあた

たかい学級の関係性が, 自分らしくいられることとつながっていることが明らかとなっている｡

折笠・庄司 (2017) は ｢人が自分らしいと感じられる状況は, 温かい関係性や内発的動機づけ

に関連することが確認された｣ (p.96) とし, 井 (2016) は, ｢教師や学級の仲間から受容さ

れたり共感されたりすることで, 安心して自分の思いや考えを表現することができ, 自信を持

つことができる｣ (p.2) としている｡ さらに折笠・庄司 (2017) は, ｢本来感が高いほど, 不

安が低く, 人生満足度が高く, 積極的に他者関係を構築し, 自律性が高く, 学級満足度が高い

ことが示されている｣ (p.93) ことを明らかにしている｡ これより学級雰囲気と本来感はかか

わっている可能性が高いと考えられるが, 直接的に学級雰囲気と本来感についてのかかわりを

実証している先行研究は管見の限りでは認められない｡

一方, 学級雰囲気と学習意欲の関係性については先行研究において, 学習意欲が学級内の人

間関係である ｢友人関係｣ に影響を与えている可能性 (松崎 2012), 安心できる学級における

関係性が学びを深められる関係性に影響を与える可能性 (松崎 2013) が示唆されている｡ し

かし, これに関しても管見の限りでは, 学習意欲と学級雰囲気が関係する可能性はあるが, そ

れらは直接的に検証されていない｡

そこで本研究では, 小学校高学年の児童を対象として学級雰囲気が本来感と学習意欲に与え

る影響について検討する｡ 小学校高学年を対象としたのは, 臼倉・濱口 (2015) が不適応の原

因となる ｢友人からの評価懸念｣ が小学校高学年から生じてくることを指摘しているためであ

る｡ さらにそれぞれの因子間の相関, 男女, 学年, 組による比較を行うことで学級雰囲気と本
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来感, 学習意欲の関係について詳しく検討していく｡

Ⅱ 方法

１. 調査対象者

松江市立Ⅹ小学校の第５学年４学級, 第６学年４学級の児童227名 (男子118名, 女子109名)

を対象に調査を実施した｡

２. 調査時期及び手続き

2017年11月に学級ごとに担任を通じて調査を実施した｡ 調査は無記名式だが, 性別, 学年,

学級名を記入してもらうようにした｡ 質問紙はA３両面１枚とし, 質問項目は後述の学級雰囲

気尺度, 本来感尺度, 学習意欲尺度の計48問であった｡

３. 調査内容と調査項目

(１) 学級雰囲気尺度 (三島・宇野 2004)

この尺度を使用する理由は２つある｡ １つ目として, 学級雰囲気尺度の中で比較的新しい尺

度であり, 最近の児童たちの状況にあったアンケート項目であることである｡ ２つ目に小学校

高学年に向けての尺度として作成されていることである｡

｢人の気持ちがわかる, 優しい子がたくさんいます｣ ｢学校のきまりやみんなで決めたこと

を守ります｣ などの20項目について, そうおもう－４, まあそうおもう－３, あまりそうおも

わない－２, そうおもわない－１の４段階で評価するものである｡ 得点が高いほど学級雰囲気

がよいとする｡

(２) 本来感尺度 (伊藤・小玉 2005)

この尺度は大学生を対象とした調査として開発されたが, 松崎 (2012, 2013) が小学校４年

生から６年生のアンケート調査でこの尺度が用いていたことから, 使用可能であると考えられ

る｡ また, 本来感を行動面などに分類せず, 全体的な感覚としてとらえており, 学級における

児童が本来感を感じているかについて検証できる尺度でもある｡

｢わたしは, いつでも自分らしくいられます｣ ｢わたしは, 自分のやりたいことをやること

ができます｣ などの６項目について, そうおもう－４, まあそうおもう－３, あまりそうおも

わない－２, そうおもわない－１の４段階で評価するものである｡ 得点が高いほど本来感が高

いとする｡

(３) 学習意欲尺度 (真田・浅川・佐々木・喜村 2014)

この尺度は, 小学校の学級の授業場面における学習意欲を測定する目的で開発されたもので

ある｡ 学習意欲尺度の中で新しいものであり, 最近の児童たちの学習意欲をはかるために適切

な尺度だと考えられる｡

｢次の授業に備えて, 宿題をきちんとします｣ ｢わからないときは, 先生に質問することが

できています｣ などの22項目についてそうおもう－４, まあそうおもう－３, あまりそうおも
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わない－２, そうおもわない－１の４段階で評価するものである｡ 得点が高いほど学習意欲が

高いとする｡

Ⅲ 結果及び考察

１. 各項目の平均と標準偏差

まず, 学級雰囲気尺度, 本来感尺度, 学習意欲尺度の各項目について, 得点の平均と標準偏

差を求めた (表１－表３)｡

対象とした高学年における学級雰囲気の傾向性として, 項目９と項目11がそれぞれ3.78,

3.73と高くなっていることから, 明るくて活発な人が多いことが読み取れる｡ しかし, 項目14

と項目18がそれぞれ2.77, 2.93と低くなっており, 児童間の力関係が存在していることが確認

できる｡ それは, 本来感における項目23が2.83と低くなっていることにつながっており, あり

のままの自分をさらけだせないと感じている児童がいると考えられる｡

学習意欲の得点の傾向からは, 項目30が3.51と高いことから自ら学習に向かうことはできて

いるが, 項目45が2.58と全48項目で最も低くかったことから授業の面白さをあまり感じられて

いない状況にある｡
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２. 因子分析の結果

先行研究で明らかにされている学級雰囲気と学習意欲の因子が本研究でも妥当かどうかの検

討を行うため因子分析を行った｡

(１) 学級雰囲気尺度

学級雰囲気尺度の因子構造を確認するため, 20項目に対して, 因子分析 (最尤法・プロマッ

クス回転) を行った｡ その結果, 解釈可能な５因子19項目が抽出された (図１)｡

８項目が三島・宇野 (2004) の結果と異なる下位尺度に属していたが, 先行研究とほぼ同じ

構成であるものは, 先行研究に従って命名した｡ 第１因子 ｢規律｣, 第２因子 ｢認め合い｣, 第

４因子 ｢楽しさ｣ と命名した｡ 先行研究と異なっていた第３因子, 第５因子に関しては筆者が

改めて命名した｡ 第３因子は ｢いじめられたり, 仲間はずれにされる子がいます｣, ｢発表を間

違えた人やできないことがある人を笑ったりからかったりします｣ などの誹謗中傷に関わる２

項目で構成されていたため, <誹謗中傷>と名付けることにした｡ 第５因子は ｢運動, 係活動

など, それぞれの場面でいろんな人がリーダーになります｣, ｢力の強い子や人気のある子が,

もし悪いことをしたとしても, 遠慮せずに注意できます｣, などの対等に関わる３項目が強い

負荷量を示したため, ＜対等＞と命名した｡

(２) 学習意欲尺度の因子の因子分析の結果

学習意欲の因子構造を確認するため, 22項目に対して, 因子分析 (最尤法・プロマックス回

転) を行った｡ その結果解釈可能な４因子22項目が抽出された (図２)｡

１項目が真田ら (2014) の結果とは異なる下位尺度に属していたが, 構造はほぼ同様である

と判断し, 先行研究に従って, 第１因子 ｢自律的学習行動｣, 第２因子 ｢積極的関与行動｣, 第

３因子 ｢授業に対する自我関与｣, 第４因子 ｢学習効力感｣ と命名した｡ 先行研究の因子と同

じ因子構成になったことより, この下位尺度は本研究でも妥当であると考えられる｡
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図１ 学級雰囲気尺度に関する因子分析の結果

図２ 学習意欲尺度に関する因子分析の結果
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３. 学級雰囲気尺度得点から見た本来感と学習意欲の得点比較

学級雰囲気尺度の得点によって本来感尺度と学習意欲尺度の得点に差があるのかを調べるた

め, 学級雰囲気尺度得点を高群, 中群, 低群に分け, 本来感得点と学習意欲得点に関して一元

配置分散分析を行った｡ なお, 高・中・低群の分類に関しては, 学級雰囲気得点の平均値

(63.2) を算出し, 平均値＋SDより大きいものを高群 (70.7以上), 平均値＋SDから－SDまで

の群を中群 (55.8から70.6), 平均値－SD (55.7以下) より小さい群を低群とした｡

表４の通り, 本来感得点と学習意欲得点に関して, どちらも0.1％水準で有意差が見られた

(本来感得点：F(2,191)＝19.146, p<.001, 学習意欲得点：F(2,191)＝55.804, p<.001)｡

Tukey bを用いた多重比較を行ったところ, 本来感得点と学習意欲得点いずれについても,

学級雰囲気低群・中群・高群に有意差が認められ, 本来感は低群 (15.53) ＜中群 (18.74) ＜

高群 (21.11) であり, 学習意欲は低群 (55.35) ＜中群 (67.49) ＜高群 (79.13) となり, いず

れも低群＜中群＜高群となった｡

これらの結果から学級雰囲気の得点が高いほど学習意欲も高くなり, 本来感も高くなること

が示された｡

表４ 学級雰囲気尺度高・中・低群における本来感尺度と学習意欲尺度の得点比較

４. 学級雰囲気因子と本来感因子と学習意欲因子の相関関係

３. で学級雰囲気尺度得点が高いほど, 本来感得点, 学習意欲得点が有意に高くなることが

確認できた｡ さらに, これら３つの尺度における下位要素がいかに関連しあっているのかを見

るために２. で確認した因子間での相関分析を行う｡ 結果を表５に示す｡

表５より, 有意な中程度の正の相関が見られたものは23個認められた (下線で表記)｡ 学級

雰囲気尺度の ｢規律｣ と ｢認め合い｣ が学習意欲との相関する傾向が認められ, 本来感尺度と

学級雰囲気尺度の ｢認め合い｣ と ｢対等｣ において相関が認められた｡ また, 本来感と学習意

欲との間にはすべてにおいて相関が認められた｡ これより, 学習意欲と本来感の結びつきが強

いことがわかる｡ また, 学級雰囲気尺度における ｢楽しさ｣ と ｢誹謗中傷｣ は本来感とも学習

意欲とも関連が弱いことがわかった｡

５. 男女間, 学年間, クラス間の比較

学年, 男女, クラスによる回答傾向の差異を確認するため, 学年と男女については対応のな

いｔ検定, クラスについては学年毎に一元配置分散分析を行う｡

(１) 男女間, 学年間の比較

男女間, 学年間で対応のないｔ検定を行った結果をそれぞれ表６と表７に示す｡

表６と表７から学年, 男女ともにどの項目においても有意差は見られなかった｡ それゆえ,

男女や学年に関わらず, 学級雰囲気がよいと学習意欲や本来感が高い値を示すということが考
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えられる｡
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表５ 因子間の相関分析の結果

表６ 男女における各因子の平均の差とｔ検定の結果

表７ 学年における各因子の平均の差とｔ検定の結果
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(２) クラス間の比較

表８の通り, ５年生の４クラスについて一元配置分散分析を行ったところ, 学級雰囲気尺度

の ｢規律｣ のみに１％以下の有意差が見られた (規律得点：F(3,105)＝5.072, p<.01)｡

Tukey bを用いて多重比較を行ったところ, ３組・４組と１組の間に有意差が見られ, ３組

(18.25) ・４組 (18.77) ＜１組 (21.70) となっていた｡

６年生については, ４組の欠損データが学級全体の人数のおおよそ４分の３もあったため,

４組を除く３クラスに対して一元配置分散分析を行った｡ その結果, 表９の通り, 10因子中８

因子で有意差が見られた｡

まず, 学級雰囲気因子の ｢誹謗中傷｣ と学習意欲因子の ｢授業に対する自我関与｣ において

0.1％水準で有意差が見られた (誹謗中傷得点：F(2,75)＝29.360, p<.001, 授業に関する自我

関与得点：F(2,75)＝9.640, p<.001)｡ Tukey bを用いて多重比較を行ったところ, 誹謗中傷

得点の３組と１組, 授業に関する自我関与得点の２組, ３組と１組に有意差を認められ, ｢誹

謗中傷｣ に関して３組 (4.89) ＜1組 (7.26), ｢授業に関する自我関与｣ に関して２組 (11.27),

３組 (9.89) ＜１組 (13.10) であった｡

また, 学級雰囲気因子の ｢規律｣, ｢本来感｣ において１％水準で有意差が見られた (規律得

点：F(2,75)＝6.113, p<.01, 本来感得点：F(2,75)＝5.615, p<.01)｡ Tukey bを用いて多重比

較を行ったところ, 規律得点の２組, ３組と１組, 本来感得点の２組と１組に有意差が認めら

れ, ｢規律｣ に関して２組 (18.71), ３組 (18.85) ＜１組 (21.06), ｢本来感｣ に関して２組

(16.89) ＜１組 (20.52) であった｡

そして, 学級雰囲気因子の ｢認め合い｣, 学習意欲因子の ｢自律的学習行動｣, ｢積極的関与

行動｣, ｢学習効力感｣ では５％の有意差が見られた (認め合い得点：F(2,75)＝3.338, p<.05,

自律的学習行動得点：F(2,75)＝3.259, p<.05, 積極的関与行動得点：F(2,75)＝6.085, p<.05,

学習効力感得点：F(2,75)＝3.481, p<.05)｡ Tukey bを用いて多重比較を行ったところ, 認め

合い得点, 自律的学習行動得点, 積極的関与行動得点すべて２組と１組, 学習効力感に関して

３組と１組に有意差が認められた｡ ｢認め合い｣ に関して２組 (15.68)＜１組 (17.29), ２組

(6.79), ｢自律的学習行動｣ に関して２組 (27.54)＜１組 (30.68), ｢積極的関与行動｣ に関し

て２組 (13.38)＜１組 (16.33), ｢学習効力感｣ に関して３組 (10.21)＜１組 (12.10) となって

いる｡

以上の結果より, 有意差が見られた因子において, すべて１組の得点が高くなっていた｡

５年生においては ｢規律｣ のみにしか得点の有意差は表れず, クラス間の差異はあまりない

と考えられる｡ しかし６年生においては10因子中８因子というほとんどの因子において有意差

が見られかつ有意差が見られたもので得点が高くなっていたものがすべて１つの組に集中した｡

この結果から, クラスが学級雰囲気, 本来感, 学習意欲に影響を与えることが確認できた｡

６. 考察と今後の課題

表４より, 学級雰囲気得点が高いほど本来感得点も学習意欲得点も高くなることが認められ

た｡ これより, 学級雰囲気を高めていくことで, 児童の本来感と学習意欲を高めていくことが

できると言えるだろう｡ 表６と表７より, 男女や学年にかかわらずこの結果が言えることが明
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らかになったが, 表９の６年生の結果からは, 学級が極めて大きな影響を与えていることが確

認できた｡ だからこそ学級雰囲気のよい学級を作っていくことが学習意欲と本来感の向上に関

わってくると考えられる｡

それを考えるにあたっては, 表５の結果が参考となるだろう｡ ともすれば, 学級雰囲気を高

めるために ｢楽しさ｣ に目が行きがちだが, 本研究では, ｢楽しさ｣ は, 本来感と学習意欲因

子との間に弱い正の相関しか認められなかった｡ それよりも, 学級雰囲気因子における ｢認め

合い｣ ｢規律｣, そして ｢対等｣ が本来感と学習意欲との間に中程度の相関が存在していた｡ す

なわち, 学級の ｢規律｣ を保ちつつ, 児童間の ｢認め合い｣ と ｢対等｣ を保障することがより

重要となるだろう｡

今後は, 本研究の結果を踏まえて, 学級雰囲気, そして本来感と学習意欲を向上していくた

めに, どのような環境づくりやアプローチを行っていくかについて更なる研究を重ねていかね

ばならない｡ そのためには, 学級雰囲気, 学習意欲, 本来感の高かった学級の特徴について研

究していくことが重要となるだろう｡

また, 教師が実践する学級へのアプローチ方法を検討することも必要である｡ 学級雰囲気は

児童と児童, 児童と教師の関係性により構成されており, その中でも学級運営の中心となるの

が教師であるからだ｡ 例えば, 学級雰囲気づくりをするために影響力のある教師の態度として,

｢受容・親近的な態度｣, ｢自信・客観性のある態度｣ を持つことが必要であるとされる (三島・

宇野 2004)｡ どのような教師の言葉がけや, 行動が効果的であるかを具体的な場面で検討して

いくことで, 学級雰囲気づくりの実践的な方法を見出すべきである｡

本研究では, 学級雰囲気, 本来感, 学習意欲の因果関係を調べるために共分散構造分析を試
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表８ ５年生のクラス間での一元配置分散分析の結果

表９ ６年生のクラス間での一元配置分散分析の結果
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みたが, 有意な因果関係が出なかった｡ これまで示した通り, ３つの要素は密接に関わってい

たことから, 別の要素がこれらに影響を与えている可能性がある｡ この３つに影響を与える要

素は何であるのかを解明していくことも今後の課題である｡
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